













（続紙  １  ）                              








フェルスター共鳴エネルギー移動  (FRET) の原理に基づくバイオセンサー  
(FRET バイオセンサー ) は、生細胞内におけるシグナル分子活性の時空間変化
を可視化できるという点において非常に有用である。 FRET バイオセンサーは
大きく、分子間 FRET バイオセンサー、分子内 FRET バイオセンサーの 2 つに
区分できる。前者の分子間 FRET バイオセンサーは 2 つの別々の分子がそれぞ
れ FRET のドナー蛍光分子とアクセプター蛍光分子を有し、主として分子間の
結合を FRET シグナルの増減として検出する。一方、後者の分子内 FRET バイ
オセンサーは一分子内に FRET のドナーとアクセプターの 2 つの蛍光分子を有





する分子内 FRET バイオセンサーが多数開発されてきた。これら分子内 FRET
バイオセンサーの大部分においては FRET 効率を高めるために、二量体化しや
すいオワンクラゲの緑色蛍光タンパク質  (GFP) に由来するシアン色蛍光タン
パク質 CFP と黄色蛍光タンパク質 YFP が用いられている。しかしながら、こ
の CFP-YFP のペアをもつ FRET バイオセンサーをレトロウイルス、あるいは
レンチウイルスによって遺伝子導入し、安定発現細胞株を樹立する上で技術的
な問題が存在していた。それは遺伝子導入時に YFP 遺伝子と CFP 遺伝子間で
高頻度に生じる遺伝子組換えである。これを解決するため、FRET バイオセン








結果に基づき、鋳型切り替え  (template switching) モデルに基づく数理モデル
を構築してシミュレーションを行ったところ、実験結果を忠実に再現できるこ
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